
日本学術会議より以下の連絡がありました。 

------------------------------------------ 

 

日本学術会議の活動と運営に関するご連絡 

 

２０２２年６月２９日、第３２７回幹事会を開催するとともに、日本学術会議の活動と運営に関

する記者会見を行いました。記者会見冒頭の梶田隆章会長の挨拶（下記のとおり）のほか、Ｇサ

イエンス学術会議２０２２結果概要、「日本学術会議のより良い役割発揮に向けて」に掲げた具

体的な取組事項の進捗状況、学術フォーラム・公開シンポジウム等の開催予定についてご説明い

たしました。幹事会資料及び記者会見で配布した資料は、日本学術会議のホームページに掲載し

ております。 

 

○第３２７回幹事会（６月２９日）資料 

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kanji/siryo327.html 

 

○第２５期幹事会記者会見資料（６月２９日） 

 https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kanji/kisyakaiken.html 

 

------------------------------------------------------------------------------------- 

○記者会見冒頭の梶田隆章会長の挨拶 

（「雇止め」問題） 

まず、大学や研究機関などにおいて無期労働契約への転換を回避することを目的に労働契約の更

新を認めない、いわゆる「雇止め」の問題が指摘されています。日本学術会議としても、この問

題への取組について議論を行っており、近いうちに日本学術会議としての考え方を整理し、公表

したいと考えています。 

（研究インテグリティ） 

昨年１１月にＩＳＣ（国際学術会議）が学術研究に関する現代的課題についてポジションペーパ

ー「グローバルな公共善としての科学」を発出し、日本学術会議としてもその日本語訳を４月に

ホームページに掲載したところです。 

時間の都合上、その内容を詳しく紹介することは控えますが、科学の本質的価値としてのグロー

バルな公共財という性格、それを担保する開かれた批判的吟味の重要性を指摘し、科学者には、

自らが真実と主張する際のエビデンスを公開し、公の場で自身の研究成果を発表し、有害な用途

に供される重大な恐れを軽減するために行動する倫理的責任があると述べています。その上で、

コロナ禍に対処した科学の評価、科学コミュニケーションの重要性、最近の科学技術の両義性の

深化がもたらすデュアルユースのジレンマなどの諸課題について問題提起をしています。 

日本学術会議においても、科学者委員会に学術体制分科会を設置し、社会的要請への貢献を求め

る研究の重要性とその課題について、研究の現場を踏まえた形で検討し、「科学者コミュニティ

からの研究インテグリティに関する論点整理」を取りまとめて公開するとともに、その改定を行

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kanji/siryo327.html
https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kanji/kisyakaiken.html


っています。両方の文書はホームページに掲載していますので、是非ご覧いただければと思いま

す。 

（Ｇサイエンス学術会議） 

５月３１日にドイツのアカデミー（レオポルディーナ）主催のＧサイエンス学術会議２０２２が

ベルリンにおいて開催され、私（梶田会長）と高村副会長が現地において参加しました。先月の

記者会見で共同声明の内容については御説明しましたが、本日はＧサイエンス学術会議等の概要

について、高村副会長からご説明いたします。 

（「日本学術会議のより良い役割発揮に向けて」進捗状況） 

 続いて、定期的にこの場で御報告しております「日本学術会議のより良い役割発揮に向けて」

の進捗状況について、菱田副会長からご説明いたします。 

（学術フォーラム・公開シンポジウムの開催予定） 

最後に、今後の学術フォーラムや公開シンポジウムの開催予定について、菱田副会長からご説明

いたします。 

（会員任命問題） 

 第２５期の会員として学術会議が推薦をし、任命されていない６名の方の任命については、官

房長官との対話を通じてこの問題の解決を図るため、引き続き粘り強く調整をしているところで

す。 

 私（梶田会長）からの冒頭の報告は、以上です。よろしくお願いいたします。 

------------------------------------------------------------------------------------- 


